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Ａ．研究目的 

近年、ネットワークを通して会議を行う

ことが日常となってきた。研修についても

Web 会議システムを利用しオンラインで行

われるようになったが、ほとんど全てが対

面で行っていた研修内容をそのまま実施し

たものである。オンラインを前提としてプ

ログラムの組立てを行った例はほとんどな

い。 

近年、アルコール依存症に対する社会的

関心は高まってきており、平成 28 年には厚

生労働省より「アルコール健康障害対策推

進基本計画」が発表され現在は第二期（令和

３年度～令和 7 年度）が進行中である。ア

ルコール依存症では多様な背景を持つ患者

に対して多角的な治療戦略、支援体制を構

築する必要性があり、柔軟な対応が求めら

れている。治療者は専門的知識に加え、課題

を解決するための考え方や治療者・患者双

方の感情に配慮すること等を実践的に学修

する必要がある。 

本研究班の全体目的は、オンライン研修

に対応可能かつ臨床現場で即戦力となり得

る医療従事者を養成できる実践的な医療研

修プログラムを構築することである。モデ

ルとしてアルコール依存症の医療研修プロ

グラムを開発する。研修を支える学修管理

システム(Learning Management system，以

下 LMS)の構築を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

LMS の構築にあたり、重視したのは次の点

である。（１）受講生が無理なく受講できる

よう配慮されること。（２）受講時間（専門

的知識：10時間､演習：6時間）の管理がで

きること。（３）LMS からオンライン会議シ

ステムへの案内・移動が無理なく行うこと

ができること。（４）受講修了者には修了証

を発行すること。また、システムはパブリッ

ククラウド上に構成し、受講者（利用者）は
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アルコール依存症の治療者育成に向け、オンライン研修に対応しかつ臨床現場で即戦
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盤システムの構築に取り組み、学修管理システム(Learning Management system)を選定

し、導入・構築までを立案した。 
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インターネットを経由してアクセスする。

セキュリティには充分な配慮が必要である。

以上を踏まえて LMS 機能概要書を作成し、

基盤システムを構築した。 

（倫理面への配慮） 

本研究は、さいがた医療センター倫理委

員会にて承認を得た。 

研究対象者には、研究の目的と方法、研究

への参加は自由であり、参加しなかった場

合でも不利益がないことを説明した。デー

タ入力・分析をする際、個人が特定できない

ようにナンバリング処理（匿名化）し、デー

タはパスワードでアクセス制限を行った。 

 

Ｃ．研究結果 

作成した LMS 機能概要書の内容は以下の

通りである。 

1. 研究概要 

2. 用語 

3. 受講の流れ 

4. ネットワーク構成 

5. サーバ基本機能 

6. LMS 基本構成 

7. 機能要件 

［管理・基本］ 

［講習管理］ 

［コース管理］ 管理者・受講生 

［単元管理］ 講師 

［単元受講］ 受講生 

［成績管理］ 講師・管理者 

［ポートフォリオ］ 受講生 

 

LMS 機能概要書を４社の LMS 提供会社に

送ったところ、３社から提案を受けた。その

うち、前述の（１）～（４）の重点事項を全

て充たす１社を選定した。 

Ｄ．考察 

アルコール依存症にかかわる教育研修プ

ログラムは、知識の習得のみならず「アルコ

ール依存症にかかわる医療者に必要な資質」

や「困難事例への対応法」なども身に付けな

ければならない。その研修を下支えする LMS

もそれらに柔軟に対応する必要がある。 

LMS の使い勝手の善し悪しは受講者の満

足度だけではなく、学修効果にも影響する

ものと考える。適切にシステムを構築して

いきたい。 

 

Ｅ．結論 

オンライン研修に対応可能かつ臨床現場

で即戦力となり得る医療従事者を養成でき

る実践的な医療研修プログラムを構築する

という当研究班の目的のため、基盤となる

LSMを選定しシステム構築を行った。今後は

このシステムを利活用し、研修プログラム

を組立てていく。 

 

Ｇ．研究発表 

1. 論文発表 

なし。 

2.  学会発表 

佐久間寛之、斎藤利和、大槻眞嗣、杉浦真

由美、堀場文彰、稲熊容子、太田充彦、村

山裕子、阿部かおり、大越拓郎「アルコー

ル依存症研修に対するニーズおよび依存

症医療者に必要な資質に関するエキスパ

ート調査」第 34回九州アルコール関連問

題学会 2023.3.24（福岡） 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

1. 特許取得 
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なし 

2. 実用新案登録 

なし 

3. その他 

なし 
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